
１　部の運営方針

２ 部の経営資源

（１）部の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２）事業規模 ※R2職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業 担当課数 3 課

③地域づくり推進体制の強化
　市民や各種団体の活動を支援することにより、市民主体の地域づくりを促進します。また地域の交流施設である高水ふれあいセンターの利用促進に努めます。

④道路・橋梁の適正な維持管理
　道路機能の確保及び清掃・除草等を定期的に実施することで、地域住民の生活基盤である道路施設の維持管理を行います。

⑤地域の実情に応じた生活交通体系の維持
　八代地区等で運行しているコミュニティバスの利用促進を図り、地域住民の日常生活における移動手段を確保します。

【行財政改革への取組み】
　業務の見直しの他、計画的な休暇の取得や風通しのよい職場づくりを推進することで、効果的効率的な業務の遂行に努めます。

【部の使命】
　熊毛地域住民の快適な暮らしを図るための総合的なサービスの提供拠点、地域の活性化を図るための地域振興の拠点、安心安全な生活を守るための防災活動の拠点と
しての機能を発揮します。

【部の目標】

①地域防災力の強化
　自主防災組織とのさらなる連携強化に努めることで、地域の防災体制の充実を図ります。

②適正な行政サービスの提供
　　「さきに声をかける」「わかりやすく」「やさしく」「かくじつ」を心掛け業務を遂行します。

　安心安全で住みよい社会の実現と青少年の社会参加の促進を図ることにより、元気で心豊かな人を育むまちづくりを目指すとともに、窓口における市民サービスの向上に
努めます。
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令和４年度 部の運営方針書
熊毛総合支所

32.55 29.35 3.2 人件費

歳入予算額 799 歳出予算額 担当予算小事業数 5



熊毛総合支所

３ 部の中期目標 （優先順）　第２次周南市まちづくり総合計画・後期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策

５　福祉・健康・医療
２　高齢者福祉の充実
１　高齢者を地域で支える体制づくり（市民福祉課）

国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療制度について、適宜適切な情報を提供することで、
市民が安心して生活できる環境を確保します。

７　生活基盤
１　交通網の充実
４　公共交通の確保・充実（地域政策課）

八代～高水（ゆめプラザ熊毛）間、八代～須々万間で運行しているコミュニティバスの利用促進
を図り、地域住民の日常生活における移動手段を確保します。

４　安心安全
１　災害に強いまちづくりの推進
１　地域防災力の強化（地域政策課）

自主防災組織の活動支援を行い、災害に強く、安心安全で住みよい地域社会の実現を目指しま
す。

９　都市経営
２　適正かつ透明な行政運営の推進
１　適正な行政サービスの提供（地域政策課　市民福祉課　産業土木課）

課内全てにおける窓口受付において、さわやかサービスに努め、ワンストップサービスを目指し、
市民満足度の向上を図ります。
各種届書や申請書等の業務において、分かりやすい説明と親切な対応を心がけます。

7　生活基盤
1　交通網の充実
３  道路・橋梁の適正な維持管理（産業土木課）

市道の疲弊した道路舗装路面等、緊急性・安全性を考慮した適切な対応を実施するとともに、効
率的で計画的な維持管理を行うことで、安心・安全・快適な道路環境を確保します。
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７　生活基盤
２　暮らしやすい都市環境の整備
３　公園・緑地等の適正な維持管理（産業土木課）

市民が安心・安全で快適に利用できる環境を確保するため、効率的で計画的な維持管理を行い
ます。

7
５　福祉・健康・医療
３　障害者福祉の充実
１　地域生活支援の充実（市民福祉課）

障害がある人も、住み慣れた地域で安心して暮らしてもらえるよう、一人ひとりに寄り添った窓口
対応に努めます。

8
３　地域づくり
１　地域コミュニティの活性化
４　地域づくり推進体制の強化（地域政策課）

市民をはじめ各種団体との連携や活動を支援することにより、市民主体の地域づくりを目指しま
す。また、地域の交流施設である高水ふれあいセンターの利用促進に努めます。

9
６　産業・観光
１　農林水産業の振興
１　新たな担い手の育成と確保（産業土木課）

中山間地域等直接支払制度等の進行管理を行うとともに、耕作放棄地の発生防止や担い手の
育成を図り、営農環境の保全に努めます。


